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Ｉまえがき

従来から三宅島は「海に背を向けて生活している。」といわれていたが、このことは、漁業

世帯（約５０％）のほとんど力濃林業との兼業であり、テングサ採取（都下第１位）を除き浮

魚漁業においては、他島に比してわずかに春トビ網、ムロ棒受網漁業が行われるのみで、地先

に好漁場をひかえながら、漁港その他施設の不良等のため、漁業水準も他に比べて一段低い位

置におかれていることを示している。しかし、唯一最大の生産量を誇っていたテングサも、近

年減産と価格の不安定から、漁業経営上テングサの根本的な増産対策と他の新規漁法との併用

を切実に求めるに至ったのでＬ今回三宅島水産開発事業が実施されることとなり、その一環と

してまず、未開拓であるが容易に転換しうる底魚釣漁業と、これから利用価値のある水深200

ｍ線内（陸ほ抓棚）をitﾉﾐす。）の海域の海況、魚群分布及び海底の状態を精密に調べること

により、漁業水準向上に資するため、諸調査を実施したので、その結果の概略を以下に報告す

る。

Ⅱ調査内容と方法

期間昭和５４年１０月１～５１日

使用船及び装備現地の漁船（５トン、Ｄ、１７Ｐ）をよう船して次のものを装備した。

、魚群探知機ＮＭＤ－２５１型、手薊iiIlll深儀、熊田式ドレツジ、六分儀、

三FF升角器コンパス、ストップウオッチ、釣漁具一式、プランクトン

ネット(径４５０％）
調査項目及び方法

１底魚漁場調査

８基点からそれぞれ放射状の観測線上水深１０～２００ｍ間を航走して、海底及び魚群

の状態を調査した。測定水深に対する諸修正は施こしてない。

２底魚釣漁業調査

周辺の水深５０～６０ｍ間の海域でシマアジ・ブリ・タイについて、水深１００，線付

近の海域ではアオダイを対象としてそれぞれ海域、魚群の状態を探索し、又、（まご釣漁具

により（冷凍イワシ及びサンマを使用）漁獲試験を行った。

ろ海底調査

周辺５０～６０ｍ間の海域に９定点を設けて、底質・底せし､生物及びそう類の着生状況

について調査した。

４海洋調査

周辺１８定点につき、０，１０，２５，５０，１００，１５０ｍ各層の水温・水色・透

（５）！
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明度の鏡lilIlを行い、又、０～１５０ｍ間のプランクトン採集ﾌﾟﾛこび５分間水平ぴきによる稚

魚採集も合せて実施した。
．～；い}ｉ；｢ｉ１ｉＺＰ／化Ｊ･１丁

１．，

Ⅲ調査結果

１底魚漁場調査（第１図，第１表）

便宜上東９西･南一北各部に大別してその概要を次に述ぺることとする。～＿

１）北部海域（Ｙ－Ｚ，ＡＬ－ｄ，Ａ－Ｂ）-
..:･４Jい:.〈'十.）

各‘等深､線の陸岸からの距離も長く＄傾斜がゆるやかで、かつ平たんである。２００，線

までの鳧大距岸約５カイリでγ陸ぼうの面積は広い９（海図No.５１）大久保浜北方１２０

▲～１５０ｍ付近に小岩礁があり、アオダイ新漁場となっているがＬ調査幅員の広いために
､O｣-o

記録紙では確認できなかった。しかし、漁場ｲ西値は大きいとみられるので、今後さらに、

２００ｍ線付近と合わせて精密調査を要するであろう。

２）東部海域（０－１<〉Ａ
ＩＩロｌ

一般に凹凸は少ないが、７０－９０ｍ付近から急傾斜になってくる。２００，線は距岸

１．５カイリで狭い。サタドー岬沖６０ｍと１２０－１ＳＰｍ付近にｗ帯状の高さ５ｍぐら

_いの凸部があり、アオダイ・ヒメダイ漁場となっている。大部分未開拓なので,ii精密調査
..Ｐ■U｡↑

ず，を要する。又叩ベンケ根沖１００ｍ付近にもアオダイ漁場として同様の地形がある。

５）南部海域（Ｊ－Ｐ）I小

沿岸は凹凸がば1,＋しい上に急傾斜で、２００，線までの距岸わずか１カイリ前後で、最

も急深度をなす。ツルネ岬、新鼻、間鼻岬７０～１００ｍ付近の５箇所に帯状の凸部が

あり、アオダイ漁場となる。

｣4）西部海蛾(ｊＱ－ｗ)～ ；Ｊ

南部同様に沿岸寄りは凹凸がI難しく急傾斜で、２００ｍ線までの距岸0鳥小１カイリで

ある。沖合６０－１１，ｍ付近に凸部があり、叉、伊豆岬ＷＮＷ１００ｍ付近は台地をな

.し、いずれもアオダイ漁場である。さらにこの7中合２００ｍ等深線付近は精密調査を要す

る。n斗ｊ

以上のとおり同島周辺には各所に凸部あ゛るいは瀬が存在し、本漁業上の価値はきわめて大

きいと思われる。なお、以上の調査結果の詳細については、月|褐の魚探記録を参照されたい。
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第１表Ⅶ，,漁場調査航程表

(注）羅針路は潮流、自差を修正した羅針路である。

（７）
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２底魚釣漁業調査「算２～４図、鴬２表）

実施地点（北から）大崎・大防鼻・伊豆岬・伊ケ谷・阿古・錆ケ浜・間鼻・新鼻・ツルネ岬・

」平田港・ベンケ根・サタドー岬・赤場暁・下根崎の各沖合

はご釣漁法による初期の計画であるシマアジ・ブリ等は漁獲されなかったが、海洋観測の

結果からみて、高水温⑩急淘|流のためと,思われる。しかし、ウメイロ・アカハタについては

好漁場であることが判明した．魚探記録によれば、新鼻～間鼻聞及び伊豆岬～大防鼻間は特

に好ぃ。伊豆岬沖では、アオムロも多数見られた。このほか大崎～下根崎間（水深２～２０

ｍ）にも散見されﾌﾟこ゜なお、赤場暁～ベソケ根間沖合では、今回は漁獲がたかったが、従来

有望とみられていた所なので、さらに時期的な調査を要するＵ以上は、Ｉよど釣によるもので

あるが、従来からも地元船により底魚一本釣漁業が若干行われており、今回この方面の精密

調査の要望もあったので、都南丸（指導船）の応援をえて、同時に漁業者（廷ぺ５４人）＄

便乗して水深６０～１００ｍ線付近につき調査を行った。漁獲物はほとんどアオダイで、好

漁場とみられるのは、大崎の北西1.4カイリ（小岩礁）、サタドー岬沖、ベンケ根沖等でお

つ屯他の地点でも今回は不漁であったが、海底地形から見ても有望とされる所が多い。結

果的に、周辺の１００ｍ等深線付近は、アオダイが多数生息していることが半||明した。

（注）実施地点中一線はlよど釣、一本釣併用地点、他は、はご釣のみ実施の地点を示す。
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海底調査

）底質「繁る表、驚８図）

採泥器による採取物をただちに１０％フォルマリンに固定して才

分けを行った。なお、Ｓｔ．Ｆ「ツルネ岬）は岩礁で採1反Iｉｉｉはない。

５

1）

乾燥後ふるいンに固定して持ち帰り、

結果を要約すると、ｓｔ数が少ないので結論は困難であるが、沿岩はほとんど岩礁で、

わずかに大久保浜と三池浜の沖に砂地が見られる。しかし、岩礁地帯でｉＭｏｍ等深線付

近では、凹所にかなりの砂地を形成していることがわかった。又、この沖合にも平たんな

砂地と粗砂地があり、これは同島ＳＥ～ＮＥ沖合一帯に広がっている。西側にはこれがほ

とんど見出せないため、海潮流と密ｊ妾な関係をもつものと解せられる。

2）底せぃ生物（遺がいを含む）

底せぃ生物は、８地点中大根沖（Ｄ）だけである。ここは貝殻まじりの黒色粗砂地であ

(９）



るが、採集物から見て岩盤の露出があると思われる。出瑁種は次のとおりである。

石灰海綿類ｏａ１ｃａｒｃａｌ種、ヤギ類Ａｘｉｆｅｒａｌ種、石サンゴ類Ｍａｄ－

ｒｅｐｏｒａｒｉａ５種、コケ（苔）虫類Ｂｒｙｏｚｏａ８種、まん（蔓）脚類ClrustZLcea

l種、蛇尾類ｏｐｈｉｕｒｏｉｄｅａｌ種、紅そう類Ｒｈｏｄｏｐｈｙｔａ５種。

生物遺がいは、Ｃａｓｔｒｏｐｏｄａ,ＢｉＶａ１ｖｉａは全地点に出現し、前者が優先する。

一般に島の東側に多く西側に少ぃ。この多少は生物相の貧富を示すものであるから、木島

では、沿岸の潮間帯から漸深帯にわたる海そう及び生物が東側に豊富なことを示し、従来

の島の水場状況や潜水結果からも裏付けされるわけである。

４海洋調査

１）観測（第６表、第５～７，９，１０図）

観測海域は黒潮のため海潮流は強勢で、流速２カイリに及ぶものと推定される。南・西

側の沖合１カイリ付近は常に潮波が立ち、風向と潮向が相反するときは特に顕著である．

又、－liBljこ高温、高かんでありｒ水色は悪く全点で４、透明度は２０～２７ｍに及んだ。

観測結果から流動模式図を第７図に示す。アノウ崎～赤揚暁間沖の下層水のゆう昇、間鼻

付近とツルネ岬沖等の左右渦流等が特記される。

観測結果を総合して、島の南～東側及び北側沖合に高温高かん水帯が励：り、距岸１～

１．５カイリ付近で０～５０ｍ層に低温低かん水域がある。このことは、島が円形で急深な

ため著しい反応や渦動が起らないためでもある。

２）浮遊生物（第４，５，７，８表）

（１）沈澱量（第４表）《
１１１

黒潮主流頂'１の東(則がおおむね多く、これに反し分岐流のある西側は比較的少ない。第
．；１

４図から潮目やゆう昇水域（Ｓｔ、８，９）'よ密度※が高い。

※密度（１〃中のプランクトン量）＝沈澱量ｃｃ÷（５０６．２５元・えい航距離）

（２）浮遊生物の量的蜜化（第７，８表）；

全域を逓じて動物性のものが非常に多いことは、暖海性の外洋型を示すものである。
.｡，、Ｉ

動物'１生のものは９群１６種であるが、Oｒｕｓｔａｃｅａ（甲殻類）とＰｒｏｔｏｚｏａ（原生

～動物）で全tﾎﾛの８０％を占め、植物性では２群のうちＢａｃｔｅＵａｒｉａユｅｓ（けいそ
,'.１．J1

う類）がく段とんどである。
「’･

結果的に、’１６地点における浮遊生物の沈澱量等と漁場の形成場所とを考え合わせると、
↓･｢けロﾛ｡, ルダ；

特にとう（榛）胸Ｉ類「Ｃｏｐｅｐｏｄａ－甲殻類）の量的分布と、湾獅一漁場形成との間には、

多くの関連性があることに注目する必要があろう。（魚探記録Ａ～Ｈ）"；胤

浮、底魚の餌ざとなるこれら動物性浮遊生物の分布はｈ時期別かつ継続的に調べて行く

必要もあると,思う。~へ ’６５；ｊ…

「

十

７

の

’一･Ｉ
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第６図流動模式図第５図観測定線図
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●

第９図水深別水温分布（Ａ～Ｆ）。０
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Ⅳあとが童

本事業実施に当りさしあたって最も適切と考えられる前述の諸調査を行ったわけであるが

この島の特色として２００ｍ以浅のたな状の海底が周辺広範囲にあり（南側を除く。）、か

つこの中には各所に帯状の凸部や突出した小岩礁が見られるため、底魚漁場としての利用価

値はきわめて大きいものがある。これらについては、さらに詳細な調査を要すると思う。

ﾍｶﾞｴご釣漁具による漁獲試験の結果、ウメイロ・アオダイ等の好漁場を数個所発見したが、

特に浮遊生物沈澱量p、多い北部のアノウ岬及びサタドー岬沖の漁場は注目される。

と／調Ⅲ査結果:を総合して考えると、三宅島は海底の形状からも資源的にも、全般に非常な高生

産力を有する海域であることが判明したが、何分他島に比べて漁業技俶)水〈準が低く、叉、

その他客観的な諸条件（漁港、冷蔵等の施設）にも恵まれないため、今後単に技術指導のみ

でなく種々の面からの施策も必要であろう。なお、今回は行わなかったがｒ重要なテングサ

，イセエビ．トコプシ等の増殖対策も科学的な基礎に立って実施することも急務である。

：なお、事業実施に当り種々協力を賜わった地元各漁業協同組合及び東京水産大学妹尾次郎

教授その他関係者諸氏に対し厚く御礼申し上げる。

参考文献

東京都水産試験場昭和５１年東水試研究要報Ⅳ（神津島恩馳漁場調査）

相川広秋’９４９水産資源学総論

須田皖次’９５８海洋科学

東京都三宅支庁昭和５４年三宅島の水産

北陸館１９５２改訂増補日本勵物図鑑

内海富士夫１９５６原色日本海岸動物図鑑

小久保清~治’９４９浮遊生物分類学

小西尚

倉田洋

阿部

田中七

黒雲三次

担当者大島升場 技師

技師

技師補

男

登
郎
郎

ｂ･１Ｐ
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付記一

三宅島大久保浜の地びき網漁業について（調査報告）

まえがき1

本邦における地ぴぎ網漁業は、イワシ地ぴぎ網をもって代表されてきたが、近年イワシのi回

遊異変のため昔日の状態とははなはだしく相異しており、資源の減少は本漁業にとって致命的

な衰退をもたらした。今日では関東以北では見るぺきほど操業していないが、本島大久保浜で

は、今なお操業を続け、昭和５４年度には５００万円余し水陽されている現状である。

今回同島の水産開発事業実施に際して、周辺漁場の総合的な利用を図る意味から、本漁業の

実態を調査したので、その結果を簡単に報告する。_像．

ｇＳｂ

●.､

が

●

鰯簔塁ii基乏灘驚三二二::瀧顛鱒t二言鯛芝

みじ罐卿→帥掛……を．mに仕…

魚坂ＩＦ綿糸、号,@節川ﾛ掛川切の…mKに仕立てる。

袋網1F蝋漁皇塁鬮二園:jの'各縫｡は綿糸燗…て縫合す」

\子!i合成ii子長雰ｌＷ１鷲lHi

子
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③

沈子身網鉛２５０匁のものを５ひろ間隔に結びつける。

袖網鉛１２０匁〃１ひろ間隔に結びつける｡

曵網シュロ叉はマニラロープ径６～７分の1Ｍ)５Dひろ。

２／漁〈法

四季を通じて（主として春～秋）、陸上から魚群の来遊を見るか、（「ワキ」と称して、

海面に「サバ波」を生ずるか、場合によっては魚群のために海が盛色する。）あるいは魚見

と称して海中に潜入して発見に努める。魚群を発見すれば、ホラ員を合図に老若男女が浜に

集合する。網２統、船（１．５トン級、無動力船）２蕊を有し、１隻１統ずつ積込んで、交互

に操業するので、１統は常に予備ということになる。網打ちには本打ちと逆打ちとがある。

本打ちは東側から網をかけ回し、西方に向って行くも”で、上り潮及び下り潮にかかわらず

本打ちが原則である。魚群が極端に、西方に寄っている場合にのみiii打ちを行う。この場合

はもく゛（潜）りが入り，袋網を逆にする。魚群の逸脱を防止するには「セリ」の場合浮子方

（表層）から逃げるのを防ぐため、海面でおどす程度で、もぐりは現在１２名に限定されて

いるので,ぃ操業中に交代で泳ぐか、弓腸時に全員泳ぎ魚の逸脱を防ぐ。網の引上げに際して

１曲速度はごくゆるやかで人力のみによる。いずれにしても自然に場る程度の速さである。

５漁場と漁獲物

大久保浜は三宅島の北部にあり、両側の堤防及び大崎沖は岩礁地帯となっている。この中

間は皿.状に凹入した砂浜が約５００ｍ続いている。距岸５カイーリ付近までの水深は２００ｍ

ぐらいでｕ陸ほうが広くかつ、ゆるやかな傾斜となっている。底質は距岸１カイリの地点は

貝殻まじりの細砂である。海（潮）流は沖合では時速2.0ｋｔに及ぶこともまれではないが、

漁場においては速い潮は認められない。むしろ操業に支障をきたすようなことはほとんどな

い。いずれにして＄地ぴき網漁場としてI錫ﾄﾞ常に恵まれた条件を備えている。

次に漁獲統計資料は古いものはないので、昭和２６年から昭和５４年までのものを次表に

示した。まず年次別に漁獲聯且成を考察すると、毎年シマアジ・ムロアジが出頭し、組成の

重要部分を占めている。年によってはカツオ・オアカムロが多渡され、プルアカゼ．ソー

ダカツオも少量漁獲されている。一方、タカベ・オキナメジナ・ニザダイ等のいそ魚も混獲

される。量的にはきわめて少いが、比較的高級魚が多い關係上、漁痩金額が大きいところに

本漁場の時|朧がおる。又これが、とり↓なおさず琿在まで継続操業されているゆえんでもあ

る。

操業期間は対象魚種の関係もあるが、冬期以外の周年操業である。しかし実際の操網日数

は非常に少なく、鳧も多くて２４日（景少２日）である。操網日数と漁獲量との間には正相

関が認められ、魚群の来遊する量により漁獲量も増減する。

？

(５５）’
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あとカミ芦

本漁業は明治の末に始まり|、大正初め２統になるに及んで昭和２０年まで続き、その間操業

上の紛争が絶えなかったが、｜戦後人的構成が変って１統となり現在に至っている。この間行っ

た漁場の繁殖保護策としては、つきそい事業がある。なお、漁痩物は高級魚が多いが、統計資

料が少ないため、くわしい考察ができなかった。

追って、本調査に対して有益な意見､資料及び協力を頂いた三宅支庁並びに伊豆漁業協同組

合の騨係者諸氏に対し深く感謝する次第である。
；；

参老〕て献

奥谷喜世志ｊ昭和16年：東京府漁具図集（二）

農林省統計調査部：１９５９ 漁網図鑑（上） nF

担当者

大島分場技師 小西尚男

ピ

。

（５６）
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Ｂ伊豆諸島近海における黒潮

と春期漁況につい:ての消長

～

、
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Ｉ注えがき
,'

伊豆諸島近海の海洋調査は、色々の機關によって多く実施されており、これらは、黒潮の流
一ブィＩ

Ｄ’1 ＄ｊ

動状況い衿氷塊Dtji肖長等について論じているが､叉,海況鯛'が一般の漁況に与える影響につ
い】てもかなり報告されておハ近年資源の供給源と環境との関連性についても重要視されてき
ている。元来伊豆諸島は富士火山帯による海嶺をなしているために、これに当たる黒潮の流向、

流量及び冷水塊の状態と回遊魚の漁況とは、きわめて重要な關係にある｡。

_そこで、伊豆諸島の海況の潅鋤と春期漁況との關係について、種々調査、研究を行った結果

の一部を報告し、参考に供する次第である。

Ⅶ調査の方法

当場では昭和２９年以降毎年２月に指導船都南丸によ'り、伊豆大鳥ＳＳＥ線上の約５０カイ

リ間隔により鋼観測を行ない、０．１０，２５，５０，１００，１５０メートル各層の採水、
測温、塩素量その他気象要素について測定した。なお、漁獲量については、農林省統計調査所

の報告資料によった。

使用器材等北原式中層採水器、棒状水温計Ｇｊｊ検定済）、塩素量はクローム酸カ
リ指示薬によるＭｏｈｒの銀滴定法

ｖｉ－．；帷ハ

…ﾂｰ／/／/(Ⅱ；かw)け

１ｍ〔／調査の結果
ＰＴ

１，暖Zk帯の消=長

一掃近:６年間の大鳥～鳥島間２５０カイリにわたる海嶺上の水涙断面分布は第１図のとおり
ばてある｡~:これによれば、冬期暖水帯ｉ７)状爾工年によりかなり変観している。１９℃水塊を今、

:黒潮流帯と墓臓と､昭和２，年(三鴇~ｽﾐｽ礁間)から５２年(黒癩~ﾍﾟﾖﾈｰｽﾞ樵）；．．

ｋｿ．:'：．・パー・

iLまで年ごとに縮少し１５５年(三宅鳥~八丈島)以降再び拡大してＭ石Lこれらは､冷水塊
の消長、黒潮の流向、蹄'速、流景等によるものと考えられる。－１．:了

…，欠に､黒潮が観誼,i線と交わる地点と観狽Ｉ点間の鉛直平均水温差を第１表に示す｡この差の
鳧大地,点を冷水塊、黒潮の潮境と定めると、昭和２９年「大島、三宅島両fIh点）から５４年
（２９年に同じ。）までの出現推移がわかる。又、同時に採集したプランクトンの湿重量を
第２表に示す。これはよれば、晶多出現地点はいずれも黒潮付近（Ｓｔ５）の潮境に当る。
２）黒潮琉軸の推移

近年遠州灘沖の冷水塊のため大きく姪動しているが、この状態を第２図に示した。

(５９）
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､、０

冷水蝋は顕著で、沫軸は異常を示している。途中西向反流もみられる。

ほぼ前年と同様の状態を示す。

冷水塊は縮少し、黒潮は正常の状態にある。

冷水塊は西方熊野灘に移動しＴ縮少している｡

冷水塊は消滅して、黒潮は普通の流向を示す。

紀伊半島沖こ再び出現､ｊiii軸は新島付近を東進する｡（流速最大４Ｋｔ）

･･･ざ

昭和２９年

’’５０〃

〃５J〃

'’５２〃

〃５５〃

〃５４〃

`第１表一ﾉ1波浮港南線における潮境地点と隣接観JlI点間の鉛直平均水温差

ローーー･Ｉ￣｡

一・・・ｌ

－ｊｆ１へ．！

第２表プランクトン･湿重鴉量表

β、｡
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５４採集せず、‘58,`５９は未着、単位ｇｒソ'1採水蚤、Ｓａ１ｐａ及/ｍｅ１ｄｕｓｓｅ等の大型を除く。

5）悔況と漁況の関係

（１）ハマトピウオ「春トビ）

黒潮の麥献と漁祝との闇係についてはすでに述べたが、次に黒潮の流軸位置による漁況
の変化にっ､て考察する。各島の晶多漁獲年は、大鳥が昭和２９年、三宅鳥５０年、八丈

島５１年で、各年の漁獲尾数は第５表のとおりで麦るが、各島での漁痩のピークカ鞠われ

る年は前述のように、黒潮と沿岸冷水髄との潮境が形成された付近が好漁となっている｡

言いかえれば、漁場形成の良否は潮境の位置により決定されるものである。

（２）サ人
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▲

昭和２９年から５４年までに、大鳥波浮港へ水傷されたサバの量は、第４表及び第５・

第４図のとおりであるが、これを見ると３０年が鳧高で、以後勅pし５５年にピークカ窺

われており、月別では３１年以降はすべて５月にピークがある。しかし、５５年ころから、

沖合の漁況と静岡県下の水傷状況からみて､が５月の漁獲が増える傾向がある。言いかえれ

ば漁期が早くなっている。そこで、黒潮との関係を考察すると、冷水塊が懸著で黒潮かう

回している年は不漁で、冷水塊が縮少若しくは消滅すると好漁がみられる。

(3)マカジキ

主として千業県、大分県の漁船が大島から神津島にかけて操業し、そのほとんどが毎日

波浮港へ入港し水揚げするので、これにつき調査、考察することにした。

過去６年間の漁獲量は、第５，５図のとおりであるカヘ年次的にサバと同様（相関係数

十０．９７）に、昭和５０年が鳥低で、･以後増加して５５年にピークがある。月別では、

２９～５１年は５月に,ｉ－５２Ｂ５５年は２月に５４年ばざ月にピークがみられるｏなお、

魚群の来遊椥態をみるため、同じ資料により日平均漁獲尾数の愛化を第６図に示した。

すなわち、２８，２９年の来遊量は大きな変動はないが、５０，５１年にはいくつか山が

みらjlrZる。３２，５５年の漁獲曲線は大体７日間隔で活動的な変化をくり返しており、又
漁期が年々早くなることも認められる。一般にサバと同様に、冷水塊の消長による黒潮の

菱化にしたがい好不漁となる。

四

第４図サバ漁獲景蛭化（月）
６

0.

第51図・サバ及マカ･ジキ漁獲量愛化（年）

！（１～６月）；
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津５図マカジキ漁獲量麥化
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●

4）要約

（１）冬期の暖水鯲工年によりかなり憂動し、黒潮と沿岸冷水塊との潮境も年々移動している。

プランクトンは潮境付近が多い。

（２）ハマトピウオ漁場は黒潮にそって形成され、潮境付近の島が好漁となる。

（３）大島近海のサバとマカジキの漁況は正（＋０．９７）の相関係数を示し、冷水塊の消長に

伴ない好漁となる．

なお、以上の研究に当り、漁極量調査に協力を賜わった農林省東京統計調査事務所吉本篤雄

氏に対し厚く御礼申し上げる。
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